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⾃⼰紹介



DX、進んでますか︖

•順調なら、このあとの話は聞かなくてもいいですｗ

•上⼿く進まない原因

細かいことは⾊々と挙げられますが…

「業務プロセスをデザインできない︕」

これに尽きる︕

•じゃあどうして業務プロセスをデザインできないのか︖

これも理由は⾊々とあるんだけど…

そもそも「⾒るべきポイントがズレている」︕



よくある業務フロー

みんな個別の仕事（アクティビティ）に注⽬しちゃうんだけど…
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本当に重要なのはこれじゃね︖
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これがちゃんとできないとマズいのでは︖
怒られたり、クレームになったり…

→受け渡しこそが重要なのでは︖



受け渡しに注⽬してモデル化してみる
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このひとつずつの受け渡しを業務における「関係」と呼ぶ
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業務における関係
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関係とは
・受け渡しであり
・やり取りであり
・取引であり
・インターフェイスであり
・境界線であり
・メッセージングであり…

依頼に対する応答であり
需要に対する供給であり
期待に対する責任である

業務における関係には責任が伴う
…分業における責任分界点



リレーショナルプロセスという考え⽅

業務における関係には責任が伴う
→責任を果たすためには
関係を成⽴させるために個別の仕事を⾏う必要が⽣じる
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関係（リレーション）に注⽬してその関係を成⽴させるために
どんな仕事が必要なのかという業務プロセスの構造を考える
…リレーショナルプロセスモデリング



デジマジによるモデリング実践のデモ



そしてWagbyへ︕

この関係を成⽴させるために
こんな業務が必要だ

この業務を実現するために
こんなシステムが必要だ

このときに必要な
データ項⽬と処理はこれだ︕

データ
モデリング
して…

デジマジによる
プロセスモデリングから…

Wagbyデザイナーへ
そして実際に動くシステムへ︕

やりたいプロセスを迅速に実現できる
ローコード／ノーコード開発の価値が活きる︕



DXで重要なのは"新しい"プロセスをデザインすること︕

ホール係が書いた
注⽂伝票を
事務担当が
⼊⼒する

ホール係が
接客しながら
注⽂データを
登録する

顧客が
セルフ注⽂する

→
どのケースも
データモデル（注⽂データ）も
システムの機能要件
（注⽂データを追加する）も
同じように⾒えてしまう

しかし︕

やりたい業務プロセスも
システムで実現したいこと
（ユースケース）も全く異なる︕

例えばレストランの注⽂登録というシステムを考えるとして…

だから

まず最初に
「今とは違う」「新しい」
プロセスのデザインが必要︕



まとめ

つながり＝関係に着⽬して
業務プロセスを
しっかりデザインしよう︕

DX＝SoRからSoEへ
Record（記録）から
Engagement（つながり）へ


